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ロシア語の相互代名詞apyzapyz-*

山 田 久 就

1.始めに

本稿では､ロシア語の相互代名詞Apyr斗pyr-の統語的側面を考察の対象

とする1｡相互代名詞Apyr月pyr-とその先行詞は､どのような環境にでも現

れることができるわけではない2｡例えば､(1)aは､先行詞が造格のアクタ

ントで､相互代名詞が前置詞Oを伴った対格のアクタントである3｡それと

は反対に､(1)bは､先行詞が前置詞Oを伴った対格のアクタントで､相互代

名詞が造格のアクタントである｡(1)aは適格な文であるが､(1)bは不適格

な文である4｡

(1) a.BmcTOpyJtapHJI∂8yJM 7CâiW JWu月pyr0,Zq)yra.

b.*BHRTOpyAapHJI0∂Ba符α̂iW Jq)yrJq)yrOM.

また､(2)aは､先行詞が前置詞yを伴った生格のアクタントで､相互代名詞

が前置詞Oを伴った前置格のアクタントである｡それとは反対に､(2)bは､

先行詞が前置詞Oを伴った前置格のアクタントで､相互代名詞が前置詞yを

*本稿は日本ロシア文学会1998年度大会で発表した内容に加筆と修正を施したものである｡
三谷憲子先生に草稿に対して貴重なご助言をいただいた｡ここにお礼を申し上げたい｡本研究

は､この 10年に出版された本､新聞､雑誌から集めた相互代名詞月pyrApyr.-が用いられて
いる831の例をもとに､ロシア語母語話者にインフォーマント調査を行った結果に基づいてい
る.MapHHaIO.HくyIくOBa氏､◎eAOpA.AIくHMOB氏､HpHHaM.Bo3HeCeHCKa5I氏
を中心に多くの人にロシア語のインフォーマントになっていただいた｡ここに感謝の意を申し
上げたい｡

1本稿では､ロシア語の月pyrJlpyr-を相互代名詞と呼ぶが､これは便宜的な呼び名であるO
本稿では､RPyIIApyr-が代名詞であるかどうか､また､代名詞の定義そのものは問題にしな
い｡
2先行詞 (antecedent,aHTelleAeHT)とは､代名詞が指示対象に関して依存している名詞
である.ロシア語の文献では､naAyt'eBa(1974),ApyTIOHOBa(1976)などがaHTelleAeHT
という用語を用いている｡

3本稿では､相互代名詞を太字体で表わし､先行詞を斜字体で表わす｡
4*は､文あるいは語結合が不適格であることを意味する｡
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伴った生格のアクタントである｡(2)aは適格な文であるが､(2)bは不適格

な文である｡

(2) a･TaH5ICIlpOCI年JIaynuX用)yr0月Pyre.

b.*TaHJICIlpOCHJIa0nuX月pyry月pyra.

下の(3)では､相互代名詞とその先行詞が名詞を中心要素とする語結合の中

に現われている｡(3)aは､先行詞が生格のアクタントで､相互代名詞が造

格のアクタントである｡それとは反対に､(3)bは､先行詞が造格のアクタ

ントで､相互代名詞が生格のアクタントである｡(3)aは適格な語結合であ

るが､(3)bは不適格な語結合である｡

(3) a･BOCXmqeHHeHBanau7Tanu用)yr′町)yrOM

b.*BOCXHIIIeHI4eHearLO.M u7Taneuu′ⅠPyr用)yra

次の(4)でも､相互代名詞とその先行詞が名詞を中心要素とする語結合の中

に現われている｡(4)aは､先行詞が造格のアクタントで､相互代名詞が生

格のアクタントである｡それとは反対に､(4)bは､先行詞が生格のアクタ

ントで､相互代名詞が造格のアクタントである｡(4)aは適格な語結合であ

るが､(4)bは不適格な語結合である｡

(4) a･06BHHeHI4e∂ByJMLgu3BeCmrLbも̂iu yqienbLtMu月pyrtJq)yra

b.*06BHHeHHe∂ByXu38eCmナ佃Xyqte7佃3;A)yrJq)yrOM

このように､相互代名詞,qpyrJlpyr-とその先行詞を含む文および語結合

は､相互代名詞とその先行詞の環境によって､適格になったり､不適格に

なったりする｡

本稿には次の二つの目的がある｡第一の目的は､相互代名詞斗pyr月pyr-と

その先行詞の分布を記述することである｡筆者の知る限り､相互代名詞月pyr

Epyr-とその先行詞の分布を十分に記述している研究はない｡第二の目的は､

相互代名詞とその先行詞の分布を理論的に分析することである｡形態統語的

な範噂 ｢形式的区分｣と意味統語的な範時 ｢意味的区分｣が相互代名詞とそ

の先行詞の分布に強く関わっていると思われる｡そこで､本稿では､｢形式

的区分｣と｢意味的区分｣という二つの概念を基準にして相互代名詞とその

先行詞の分布を整理し､相互代名詞とその先行詞を含む文および語結合が適

格であるために満たしていなければならない条件を定めることを試みる｡
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本稿の構成は次の通りである｡2節では､本稿の理論的前提となる文法モ

デルについて説明する｡統語部門に形態統語構造と意味統語構造があり､形

態統語構造には ｢形式的区分｣に基づいて､意味統語構造には ｢意味的区

分｣に基づいて､それぞれ､アクタントの間にランキングがあることを仮定

する｡3節では､アクタントの形態統語構造と意味統語構造でのランキング

を基準に相互代名詞とその先行詞が現れる環境を整理しながら､相互代名詞

とその先行詞の分布を記述的に明らかにすることを目指す｡4節では､アク

タントの形態統語構造と意味統語構造でのランキングからアクタントの総

合的なランキングを導き､相互代名詞とその先行詞を含む文および語結合

が､適格であるために､満たしていなければならない条件を定めることを試

みる｡

2.形態続語構造と意味統語構造 :理論的前提

本節では､相互代名詞月pyrEpyr-とその先行詞の分布を理論的に分析す

る上で必要であると考えられ､そして､理論言語学で一般に妥当なものと考

えられている理論的前提を提示する5｡

文法の統語部門に形態統語構造と意味統語構造がある｡形態統語構造とは

統語部門における形態部門との接点であり､意味統語構造とは統語部門にお

ける意味部門との接点である｡

文の内部構造は､語結合の連続である｡語結合は､中心となる成分とそれ

に従属する成分からなる｡語結合の中心となる成分を主要部(head,Ⅹ035mH)

と呼び､主要部に従属する成分をアクタント(actant,aKTaHT)と呼ぶこと

にする｡本稿では､(5)のような文も動詞を主要部とする語結合と考える6｡

(5) HBaE月aJITaHeRHHry.

語結合には､上の(5)のような動詞を主要部とする語結合､下の(6)のよう

5本節で展開する文法モデルは､変形を用いないタイプの生成文法､LFG(LexicalFunctional
Grammar)やHPSG(Head-DrivenPhraseStructureGrammar)などの基本的な考え方を採
用しているoLFGについてはBresnan(ed.)(1982)､HPSGについてはPollardandSag(1994)
を参照していただきたい｡

6主格名詞も対格名詞､与格名詞と同様に語結合の一部をなしていて､語結合のアクタント
であると考る｡昔の言語学者､ロシア語学者は､対格名詞や与格名詞が動詞に従属しているの

に対して､動詞が主格名詞に従属していると考えたり､主格名詞と動詞はどちらもどちらにも
従属していないと考えていたが､現代の言語学者､ロシア語学者の多くは､主格名詞が動詞に

従属していると考えていると思われる｡例えば､pyccIくaJlrpaMMaTI4Ka(1980).
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な名詞を主要部とする語結合､そして､例は示さないが､形容詞を主要部と

する語結合､副詞を主要部とする語結合がある｡

(6) rIOMOIlhHBaHaTa‡Ie

形態統語構造で､語結合の各アクタントは､形態標示(morphologicalmark-

ing,MOp中oJIOrHqeCRaJIMapRHpOBRa)と形式的区分 (ゆopMaJIhHOeqJIe-

HeHHe)という二つの属性 (aTPI46yT)で分類される｡形態標示という属性

は､語結合の各アクタントが形式的にどのように具現されているかを表した

ものである｡形態標示という属性の値は､主格､対格､与格､造格､生格､

そして､いろいろな前置詞と村格､与格､造格､生格､前置格の組からな

る｡形式的区分という属性は､二段階に設定される｡まず､語結合のアクタ

ントは､語結合の主要成分と二次的成分に分類される｡動詞を主要部とする

語結合では主格名詞と村椿名詞が語結合の主要成分であり､それ以外のアク

タントが二次的成分である丁｡ただし､持続時間を表すために用いられる副

詞的な対格名詞などは二次的成分である｡また､名詞を主要部とする語緒合

では､生格名詞が主要成分で､それ以外のアクタントが二次的成分である｡

このようにアクタントを分類するのは､自動詞と主格名詞の結び付いた語結

合と他動詞と主格名詞､対格名詞の結び付いた語結合を動詞を主要部とする

語結合の典型､そして､名詞と生格名詞の結び付いた語結合を名詞を主要部

とする語結合の典型と考えるからである｡さらに､動詞を主要部とする語結

合の主要成分は､主要成分 1と主要成分2に分類される｡主要成分 1が主

格のアクタントであり､主要成分2が対格のアクタントである｡

上の(5)の三つのアクタントは､形態統語構造で下の(7)に示す属性を

持っている｡

HBaH RHⅠ4ry TaⅠ壬e

形態標示 主格 対格 与格

形態統語構造には次のようなアクタントのランキングがある｡

(8) a.主要成分>二次的成分 b.主要成分1>主要成分2

7否定文で主格や対格と交代する否定の生格も語結合の主要成分と考える｡
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意味統語構造で､語結合の各アクタントは､意味役割(semanticrole,ce-

MaHTHqeCKa5IpOJIh)と意味的区分 (ceMaHTHqeCl'OeqJIeHeHHe)という二

つの属性で分類される｡意味役割とは､動詞など主要部によって表される

状況に対してアクタントの指示対象が持っている役割を抽象化し､いくつ

かに分類したものである8｡どのような意味役割を仮定するべきであるのか

はいろいろと異なった説がある｡一般に､主要な意味役割として､動作主

(agent,aI.eHC)､被動者 (patient,rla叩 eHC)､対象(theme,06rheKT)､受け

辛 (recipient,IIOJIytlaTeJIh)､経験者 (experiencer,aRCIlepHeHIIeP)､道具

(instrument,HHCTpyMeHT)､着点 (goal,l{OHeqHaJITOtlf(a)､起点 (source,
FatlaJII,Ha兄TOqKa)､場所 (location,MeCTO)などが仮定されている｡意味

役割は優位性において階層をなしていると一般に考えられている｡本稿で

は､BresnanandKanerva(1989)に基本的に従った形で次の(9)の意味役

割の階層を仮定する｡

(9) 動作主>経験者､受け手､渡し手>道具>被動者､対象>位置､着点､

起点>情報内容

意味的区分という属性は､意味役割の階層の高い順に､一つの語結合に含

まれるアクタントを意味要素(ceMaHTHqeCRH鼓cocTaB)1､意味要素2､意

味要素3､意味要素4… と分類したものである｡意味要素1は､論理主語

とよく呼ばれていて､本稿で論理主語という用語を用いる場合は､意味要素

1と同義である｡先に示した(5)の三つのアクタントは､意味統語構造で､

次の(10)に示す属性を持っている｡

HBaH- TaHe KHHry

意味役割 動作主 ` 受け手 対象

意味統語構造には､次のようなアクタントのランキングがある｡

(ll)意味要素1(論理主語)>意味要素2>意味要素3>意味要素4>..‥

8意味役割やそれに類する概念について詳しくは､Fillmore(1968),Jackendoff(1972,
1990),MeJlhtiyK(1974),ArTPeCJlH(1974)とそれらで言及されている文献を参照していた
だきたいOロシア語の文献では､Anpec∫IH(1995)などがceMaHTI川eCZ'aJIPOJTZ,という用語
を用いている｡
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以上が本稿で理論的前提として仮定する文法モデルである｡

3.相互代名詞とその先行詞の分布 :記述

本節では､相互代名詞とその先行詞がどのような環境にある場合に相互代

名詞とその先行詞を含む文および語結合が適格なものになるのか､あるい

は､不適格なものになるのか考察する｡相互代名詞とその先行詞が現れる環

境をアクタントの形態統語構造と意味統語構造でのランキングを基準に次の

六つに区別する｡(i)形態統語構造と意味統語構造での両方のランキングで

先行詞が相互代名詞より高いランクにある場合､(ii)形態統語構造と意味統

語構造での両方のランキングで先行詞が相互代名詞より低いランクにある

場合､(iii)形態統語構造でのランキングで先行詞と相互代名詞が同じランク

にあり､意味統語構造でのランキングで先行詞が相互代名詞より高いランク

にある場合､(iv)形態統語構造でのランキングで先行詞と相互代名詞が同じ

ランクにあり､意味統語構造でのランキングで先行詞が相互代名詞より低い

ランクにある場合､(Ⅴ)形態統語構造でのランキングで先行詞が相互代名詞

より高いランクにあり､意味統語構造でのランキングで先行詞が相互代名詞

より低いランクにある場合､(vi)形態統語構造でのランキングで先行詞が相

互代名詞より低いランクにあり､意味統語構造でのランキングで先行詞が相

互代名詞より高いランクにある場合｡3･1で(i)､(ii)の場合について､3.2

で(iii)､(iv)の場合について､3.3で(Ⅴ)､(vi)の場合について論じていく｡

3.1

ここでは､アクタントの形態統語構造と意味統語構造での両方のランキン

グで先行詞が相互代名詞より高いランクにある場合と､その反対に､アクタ

ントの形態統語構造と意味統語構造での両方のランキングで先行詞が相互

代名詞より低いランクにある場合について問題にする｡

下の(12)aでは､主要成分1で論理主語であるアクタントが主要成分2で

意味要素2である相互代名詞の先行詞になっている｡(13)-(15)の各aでは､

主要成分 1で論理主語であるアクタントが二次的成分で意味要素2である

相互代名詞の先行詞になっている｡(12)-(15)の各bは､それぞれのaの相

互代名詞と先行詞の統語的位置を逆にした文である｡(12)-(15)の各aは適

格な文であるが､各bは不適格な文である｡
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(12)a･7Ta- u0- ITOHI4MaIOTJq)yr月pyra･

b･*TaM0uOJW rIOHI4MaeT′qPyrJq)yr･
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(13)a･BeeJq)yrJq)yryJIOBePJZfOT.

b･*BceJVt月pyr′町)yrEOBepJIeT･

(14)a･M bLBOCXHqaeMCJZAPyr′町)yrOM･

b.*Ha^iuBOCXHIIIaeTCE月pyr月pyr･

(15)a.M bもCMOTpeJIHJq)yrHa月pyFa･

b･*HaMaccMOTpeJI月pyr月pyr･

次の(16)-(19)の各aは主要成分2で意味要素2であるアクタントが二次

的成分で意味要素3である相互代名詞の先行詞になっている｡(16)-(19)の

各bは､それぞれのaから先行詞と相互代名詞の統語的位置を反対にして

できた文である｡(16)-(19)の各aは適格な文であるが､各bは不適格な文

である｡

(16)a･5IHaTpaBHJZuX神 yrEa′町)yra･

b.*5IHaTpaBHJInanuX′町)yr用)yra.

(17)a･HBaHⅡpH光aJl∂mu∂ucnu月pyrR′町)yry･

b.*HBaHIlpH3ttaJI冗∂mu〟∂uc符αJW月pyrJq)yra.

(18)a･OHuXOT月eJI57eTJq)yrOTJq)yra･

b.*OHOmnW OT月eJI5IeT月pyrJq)yra.

(19)a.5IrIpOTHBOITOCTaBHJI∂m u BePCuuJq)yr月pyry.

b･*5IrlpOTHBO1-OCTaBHJI∂mûiOePCuHJWJq)yr月pyra･

下の(20)-(22)は名詞を主要部とする語結合である｡(20)-(22)の各aで

は､生格で現れている先行詞が主要成分で論理主語であり､相互代名詞が二

次的成分で意味要素2である｡(20)-(22)の各bは､それぞれのaの相互代

名詞と先行詞の統語的位置を反対にした語結合である｡(20)-(22)の各aは

適格な語結合であるが､各bは不適格な語結合である｡
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(20)a.noMOⅡlhCmy∂enmoOJq)yr月pyry

b.*I10MOIqbCmy∂enma.M Apyr,町)yra

(21)a.BOCXHIIIeHHeHOaNau Tanu月pyrJq)yrOM

b･*BOCXHqeHHeHBanÔauTTaNeub月pyrAPyra

(22)a.拭 aJIO6hI∂8yXJtem ′㌦unOeJq)yrEa月Pyrta
b.*光aJIO6blna∂eyxJtemuunO8月pyr邦〉yra

次の(23)-(25)も名詞を主要部とする語結合である｡(23)-(25)の各aで

は､生格で現れている先行詞が主要成分で意味要素2であり､相互代名詞が

二次的成分で意味要素3である｡(23)-(25)の各bは､それぞれのaの先行

詞と相互代名詞の統語的位置を逆にした語結合である｡(23)-(25)の各aは

適格な語結合であるが､各bは不適格な語結合である｡

(23)a.HaJIO〉ⅨeHHe㍍aPrrL用)yrEa月pyra

b.*HaJIO拭eHHe7W ㍍aPmbL月pyr月pyra

(24)a.coqeTaHI4eCJW8月pyrC月pyrOM

b･*coqeTaHHeC CJ108â duJq)yr月pyra

(25)a.rlpOTI4BOIIOCTaBJIeHI4e∂m uXBePCuuL月pyrJq)yry

b･*rlpOTHBOIIOCTaBJleHl4e∂mûiOePCM JWJq)yr月pyra

以上､上に示した(12)-(25)の各aは､アクタントの形態統語構造と意味

統語構造での両方のランキングで先行詞が相互代名詞より高いランクにあ

り､適格な文あるいは適格な語結合である｡それに対して､(12)-(25)の各

bは､アクタントの形態統語構造と意味統語構造での両方のランキングで先

行詞が相互代名詞より低いランクにあり､不適格な文あるいは不適格な語結

合である｡

3.2

ここでは､先行詞と相互代名詞が形態統語構造でのアクタントのランキ

ングで同じランクにある場合について論じていく｡主要成分1､主要成分2､

主要成分 (生格)は､文および語結合に⊥つづつしかないので､ここで問題

にするのは先行詞と相互代名詞がともに二次的成分である場合についてで

ある｡
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下の(26)-(28)は与格経験者述語を主要部とする文である｡(26)-(28)の各

aは､与格のアクタントが二次的成分である相互代名詞の先行詞になってい

る｡この与格のアクタントは論理主語であり､意味統語構造でのアクタン

トのランキングで先行詞が相互代名詞より高いランクにある｡(26)-(28)の

各bは､それぞれのaから先行詞と相互代名詞の統語的位置を反対にして

できた文である.(26)-(28)の各aは適格な文であるが､各bは不適格な文

である｡

(26)a･∂mu〟cmy∂e7-âi6hIJIOCTbIAHO用)yr3a月pyra･

b.*3a∂muxcrny∂eTtmOB61,IJIOCThlnHOJq)yrt月pyry.

(27)a･Hâi6hIJIOH3BeCTHOBCe月pyr0Jq)yre.

b.*0ナIaC6hIJIOH3BeCTHOBCe用)yrJq)yry.

(28)a10JLeZyuHamauLeHHqerOHeBCrIOMHHaJIOChJq)yr0月pyre･

b･*00Jte宕euHamauLeHHqerOHeBCIIOMHHaJIOCL月pyr月pyry.

次の(29)-(32)では､被動相動詞 (形動詞形)を主要部とする語結合の中

に､相互代名詞とその先行詞がある｡(29)-(32)の各aでは､造格のアクタ

ントが二次的成分である相互代名詞の先行詞になっている｡この道格のア

クタントは論理主語であり､意味統語構造でのアクタントのランキングで先

行詞が相互代名詞より高いランクにある｡(29)-(32)の各bは､それぞれの

aから先行詞と相互代名詞の統語的位置を反対にしてできた語結合である｡

(29)-(32)の各aは適格な語結合であるが､各bは不適格な語結合である｡

(29)a.coo6HIaeMhlena.M u 月pyFJq)yryH3BeCTHJI

b･*coo6ⅠqaeMI,IenâiJq)yrJq)yrOMH3BeCTHJI

(30)a.HaIIHCaHHhleOJLe20JWu7TaneuL用)yr月pyryIIHCI,Ma

b･*HaImCaHHhleOJLeZyuTameJq)yr′町)yrOMrIHCLMa

(31)a.I70JIO〉ⅨeHHI,Ie77arLeuuuHamauLeuu月pyrⅡepe4 月pyrOMfCHHrH

b.*TIOJIO〉ⅨeHHI,IenePe∂TaneuuuHamauLeuu月pyr月pyrOMRHI4rH

(32)a.cH5ITLIe∂mu.Mu ŴJLULtu7CaJWu月pyrC,Zq)yrapIOIく3aRH

b･*cH5ITLIeC∂mW .MaJLbqiu符OBAPyrJq)yrOMpIOK3aIくH
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下の (33)-(36)は､主格のアクタントを論理主語とする文である｡(33)a

では与格のアクタントが､(34)-(36)の各aではいろいろな前置詞を伴った

アクタントが前置詞Oを伴った前置格の相互代名詞の先行詞になっている｡

(33)-(36)の各bは､それぞれのaから先行詞と相互代名詞の統語的位置を

反対にした文である｡

(33)a.HaTaIHapaCClta3aJIaû i用)yr0 月pyre.

b･*HaTalm paCC王(a3aJIa0nuX邦)yrJq)yry･

(34)a･TaHJICIlpOCHJIaynuX′町)yr0月pyre.

b･*TaH5ICI-pOCHJIa0nuX用}yry用}yra.

(35)a･OJIeryCJII,ⅠⅢaJIOm∂muXCmy∂e7↓mOeBCe用)yr0月pyre.

b.*OJIeryCJII,InlaJI0∂muXCmy∂enmaxBCeJq)yrOT月pyra.

(36)a.5I6eceROBaJICnû 4u′Eq)yr0′町)yre.

b･*5I6eceEOBaJI0nuX′町)yrCJq)yrOM･

前置詞Oを伴った前置格のアクタントの意味役割は ｢情報内容｣であり､こ

の意味役割は(9)で示した意味役割の階層で最も低い位置にある｡したがっ

て､(33)-(36)の各aでは､意味統語構造でのアクタントのランキングで先

行詞が相互代名詞より高いランクにあり､(33)-(36)の各bでは､意味統語

構造でのアクタントのランキングで先行詞が相互代名詞より低いランクに

ある｡(33)-(36)の各aは適格な文であるが､各bは不適格な文である｡

次の(37)､(38)の各aは､造格のアクタントが前置詞Oを伴った対格の相

互代名詞の先行詞になっている｡(37)､(38)の各bは､それぞれのaから先

行詞と相互代名詞の統語的位置を逆にした文である｡

(37)a.BHRTOPy月apHJI∂8yJWLq 7CaJW7捌 u月pyrO用)yra.
b.*B141tTOpyEapHJI0∂Ba㍍αJW7W Jq)yrJq)yrOM.

(38)a.5IIIOCTyKHBaJI∂ByJM naJL㍍αJWu月pyr0月pyra.
b.*月nocTyIくHBaJI0∂BCnaJL7Cu月pyrJq)yrOM.

(37)､(38)で造格のアクタントの意味役割は ｢道具｣であり､前置詞Oを伴っ

た対格のアクタントの意味役割は ｢被動者｣である｡(9)で示した意味役割
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の階層では､意味役割 ｢道具｣が意味役割 ｢被動者｣より高い位置にある｡

したがって､(37)､(38)の各aでは､意味統語構造でのアクタントのランキ

ングで先行詞が相互代名詞より高いランクにあり､(37)､(38)の各bでは､

意味統語構造でのアクタントのランキングで先行詞が相互代名詞より低い

ランクにある｡(37)､(38)の各aは適格な文であるが､各bは不適格な文で
ある｡

以上､先行詞と相互代名詞の両方が形態統語構造で二次的成分である文お

よび語結合を提示した｡上で示した(26)-(38)の各aは､意味統語構造での

アクタントのランキングで先行詞が相互代名詞より高いランクにあり､適格

な文あるいは適格な語結合である｡その反対に､(26)-(38)の各bは､意味

統語構造でのアクタントのランキングで先行詞が相互代名詞より低いラン

クにあり､不適格な文あるいは不適格な語結合である｡

3.3

ここでは､アクタントの形態統語構造でのランキングで先行詞が相互代名

詞より高いランクにあり､意味統語構造でのランキングで先行詞が相互代名

詞より低いランクにある場合と､その反対に､形態統語構造でのランキング

で先行詞が相互代名詞より低いランクにあり､意味統語構造でのランキング

で先行詞が相互代名詞より高いランクにある場合について考える｡

下の(39)､(40)は与格経験者述語を主要部とする文である｡(39)､(40)の

各aでは､主格のアクタントが与格の相互代名詞の先行詞になっている｡主

格のアクタントは主要成分1で意味要素2であり､与格のアクタントは二次

的成分で論理主語である｡(39)､(40)の各bは､それぞれのaの相互代名詞

と先行詞の統語的位置を逆にした文である｡(39)､(40)の各aは適格な文で

あるが､各bは不適格な文である｡

(39)a.M oJW∂b乙eIIOHpaBHJIHCも月pyr用)yry.

b.*M oJW∂b乙JWI70HpaBHJICI,′町)yrJq)yr.

(40)a.M b乙月pyr月PyryHaEOeJIH.

b･*Hâ i刀pyr用)yrHa}IOeJI.

次の(41)､(42)も与格経験者述語を主要部とする文である｡(41)､(42)の

各aは､村椿のアクタントが与格の相互代名詞の先行詞になっている｡対格

のアクタントは主要成分2で意味要素2であり､与格のアクタントは二次的
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成分で論理主語である｡(41)､(42)の各bは､それぞれのaの相互代名詞と

先行詞の統語的位置を逆にした文である｡(41)､(42)の各aは不適格な文で

あるが､各bは適格な文である｡

(41)a.*Hac6bIJIO拭aJIR0月Pyr月pyry.

b.HaJW6Ⅰ)IJIO〉ⅨaJIRO用)yr月pyra.

(42)a.*助 6hIJIOBH月HO月pyr月pyry･

b.H.M6Ⅰ.IJIO】】HEHOFq)yr,qPyra.

次の(43)aでも､対格のアクタントが与格の相互代名詞の先行詞になって

いる｡対格のアクタントは主要成分2で意味要素3であり､与格のアクタン

トは二次的成分で意味要素2である｡(43)bは(43)aの相互代名詞と先行詞

の統語的位置を逆にした文である｡(43)aは適格な文であるが､(43)bは不

適格な文である｡

(43)a･BacHJIHfiHellpe月CTaB-4JI7WC月pyr用)yry･

b･*BacHJIHfiHeIlpeJtCTaBHJInaJWJq)yrJq)yra･

下の(44)､(45)は名詞を主要部とする語結合である｡(44)､(45)の各aで

は､造格のアクタントが生格の相互代名詞の先行詞になっている｡造格のア

クタントは二次的成分で論理主語であり､生格のアクタントは主要成分で意

味要素2である｡(44)､(45)の各bは､それぞれのaの先行詞と相互代名

詞の統語的位置を逆にした語結合である｡(44)､(45)の各aは適格な語結合

であるが､各bは不適格な語結合である｡

(44)a.06BI4HeHHe∂eŷW u30eCm7肋乙̂iu yqte7仙 îu用)yr月pyra

b.*06BHHeHHe∂ByXu38eCmナ紬乙X yqteナ糊 XJq)yr用)yrOM

(45)a.I10E]lep〉紙 a ∂muJWu nOJtumuTCaJWu月pyr′qPyra

b･*Ho凡qep〉ⅨRa ∂muXnOJtumuTCOBJq)yrJq)yrOM

次の(46)も名詞を主要部とする語結合である｡(46)aでは､生格のアクタ

ントが与格の相互代名詞の先行詞になっている｡生格のアクタントは主要

成分で意味要素3であり､与格のアクタントは二次的成分で意味要素2で

ある｡(46)bは(46)aの相互代名詞と先行詞の統語的位置を逆にした文であ

る｡(46)aは適格な語結合であるが､(46)bは不適格な語結合である｡
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(46)a.rrpeECTaBJIeHHellpOゆeccopoM∂m uXCOmPy∂Nu㍍08月pyr月pyry

b.*npe月CTaBJIeHI4erIPOOeccopoM∂mûiCOmPy∂rLu7CaJW月Pyr月pyra

上に述べたことをまとめると次のようになる｡先行詞が主要成分 1で意

味要素2であり､相互代名詞が二次的成分で意味要素 1である場合､先行

詞が二次的成分で意味要素1であり､相互代名詞が主要成分2で意味要素2

である場合､先行詞が主要成分2で意味要素3であり､相互代名詞が二次

的成分で意味要素2である場合､先行詞が二次的成分で意味要素 1であり､

相互代名詞が主要成分 (生格)で意味要素2である場合､先行詞が主要成分

(生格)で意味要素3であり､相互代名詞が二次的成分で意味要素2である

場合には文および語結合が適格なものとなり､反対の場合には文および語結

合が不適格なものとなる｡

4.適格な文および語結合の条件 :提案

本節では､相互代名詞とその先行詞を含む文および語結合が､適格である

ために､満たしていなければならない条件を理論的に定めてみたい｡筆者は

次のように考える｡アクタントの形態統語構造と意味統語構造でのランキン

グから導かれるアクタントの総合的なランキングがあり､相互代名詞とその

先行詞を含む文および語結合は下に示す条件(47)を満たしている場合に適

格なものとなる｡

(47)アクタントの総合的なランキングで先行詞が相互代名詞より高いラン

クになくてはならない｡

アクタントの形態統語構造でのランキング(8)と意味統語構造でのランキ

ング(ll)をもとに､アクタントの総合的なランキングを導く方法を考えて

みる｡前節に示した事実により､アクタントの総合的なランキングは次に示

す序列を満たしていなければならない｡

(48)主要成分 1･意味要素2>二次的成分 ･意味要素1

二次的成分 ･意味要素1>主要成分2･意味要素2

主要成分2･意味要素3>二次的成分 ･意味要素2

二次的成分 ･意味要素1>主要成分 (生格)･意味要素2

主要成分 (生格)･意味要素3>二次的成分 ･意味要素2
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アクタントの形態統語構造と意味統語構造でのランキングから総合的な

ランキングを導く場合､アクタントの形態統語構造でのランキングが統語現

象に及ぼす影響力とアクタントの意味統語構造でのランキングが統語現象

に及ぼす影響力をどのように評価するかが問題になる｡そこで､便宜的に､

影響力を､ポイントとして､数字で表現することを試みる｡減点法を用い､

ポイントが大きいほど影響力が弱いことを意味する｡アクタントの形態統語

構造での各ランクと意味統語構造での各ランクにそれぞれのポイントを与

えて､各アクタントの形態統語構造でのポイントと意味統語構造でのポイン

トを足し､総合的なポイントを出す｡そして､ポイントの低い順に上から語

結合に現れているアクタントのランキングを作る｡このランキングがアクタ

ントの総合的なランキングとなる｡

上の(48)を満たすようなポイントの配分はいくつかあると考えられるが､

例えば､形態統語構造の各ランクが下の(49)､意味統語構造の各ランクが

下の(50)に示すポイントを持っていると仮定してみる｡

(49)主要成分 1(主格):oポイント､主要成分2(対格):2ポイント､

主要成分 (生格):2ポイント､二次的成分 :4ポイント

(50)意味要素1:0ポイント､意味要素2:3ポイント､

意味要素3:4ポイント､意味要素4:5ポイント

上のように仮定すると､主要成分1･意味要素2のアクタントが3ポイント､

二次的成分 ･意味要素1のアクタントが4ポイント､主要成分2･意味要素

2のアクタントが 5ポイント､主要成分2･意味要素3のアクタントが6ポ

イント､二次的成分 ･意味要素2のアクタントが7ポイント､主要成分 (生

檎)･意味要素2のアクタントが5ポイント､主要成分 (生格)･意味要素3

のアクタントが6ポイントとなり､上の(48)を満たすことになる｡このよ

うに､(49)と(50)に基づくアクタント総合的なランキングを用いると､相

互代名詞とその先行詞を含む適格な文および語結合を(47)で条件付けるこ

とができると思われる｡

5.終わりに

本稿では､相互代名詞ApyI.月pyr-とその先行詞の分布を考察の対象にし

た｡2節では､相互代名詞とその先行詞の分布を分析する上で理論的前提と
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なる文法モデルを提示した｡形態統語構造に ｢形式的区分｣に基づくアクタ

ントのランキングを､そして､意味統語構造に ｢意味的区分｣に基づくアク

タントのランキングを仮定した｡3節では､アクタントの形態統語構造での

ランキングと意味統語構造でのランキングを用いて整理しながら､相互代名

詞とその先行詞の分布を記述的に明らかにすることを試みた｡4節では､ア

クタントの形態統語構造でのランキングと意味統語構造でのランキングか

ら導いたアクタントの総合的なランキングを用いて､相互代名詞とその先行

詞を含む文および語結合が適格になるための条件を定める試みを行った｡

本稿で示した言語事実は､ロシア語学､理論言語学､そして､言語類型論

などに興味あるものであると思われる｡また､本稿で提示した理論は､相互

代名詞以外にも応用できるものであり､今後､他の統語現象を考察していく

中で本稿で提示した理論を発展させていきたい｡
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